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中国・河北省から来日し半年が過ぎた頃、い

つの間にか勉強する気も起らず、何もやる気が

出ず、ただ、ぼんやりと過ごようになっていた。

そんな様子を気にかけてくれた1期生の先輩

が「俺たちと一緒に海へ行って魚釣りでもしよ

うよ」と誘ってくれた。僕は、「魚釣りをやった

ことが無い。釣れなければ面白くないだろう」

と返事した。すると先輩は「とにかく行こうよ。

俺だって今のお前みたいにやる気の出ない時も

あったけど、そんな時は、気分転換が大切なん

だ」と言った。「海の無いの所で育った僕に海

の魚が釣れるはずない。」心の中でつぶやいた。

ただ、気分転換と言う言葉につられて先輩の後

について行った。

僕の住んでいる愛知県は自動車産業で有名な

地域だ。海辺にはいろいろな国から来ている人

達がおおぜいいた。初めて海を見て少し気分が

楽になった。いざ魚釣りに挑戦した。でも、案

の定、魚はなかなかかかって来ない。時間だけ

過ぎた。やる気を失い、釣り竿を持ったまま、

海辺にボンヤリしていたら、見知らぬブラジル

人が、「そんなじゃ無理だ。釣れないぞ！」と声

をかけてくれた。僕は、「今日初めて海に来て

魚釣をしてるもんで、何もわかんないんもんで」

と言い訳した。

それを聞いたブラジル人は、自分の釣り針と

餌を持って来て、僕の釣り竿に繋いで「こうや

るんだよ」と言いながら、餌のついた釣り針を

海面に投げてくれた。

10分ほど過ぎた頃、浮きがグラグラっと激し

く揺れた。「えっ、魚がかかった！」急いで釣り

糸を巻き上げた。ついに僕に魚が釣れた。

簡単な日本語しか出来ないけど、知っている

限りの単語を思い出して、あの親切なブラジル

に御礼を言った。釣れた魚は、たった一匹だっ

たけど、収穫の気分は最高だった。

お互い下手な日本語だけど、日本人以外の外

国人と日本語でコミュニケーションが出来たこ

とが、心に残った。魚釣りの楽しみも覚えるこ

とが出来た。その日の夕食は、もちろん釣れた

魚を料理して食べた。最高の気分転換になっ

て、またメキメキとやる気が沸いて来た。僕に

とって忘れられない一日になった。初めて海に

来た日。僕を誘っくれた先輩に感謝している。
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